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                 今、深く考える 
副校長  堤 智一  

 

緊急事態宣言が５月末まで延長されました。今回の宣言の延長におけるキーワードは「人

流の抑制」なのではないでしょうか。従来型では感染しにくいとされていた若者に対しても

非常に感染力が強く、世界的に急拡大している変異株への対策が中心です。  

立川第九中学校でも、今までの感染対策に加えて「人流の抑制」も重視して対応していく

ことになりますので、御理解と御協力をお願い申し上げます。  

さて、緊急事態宣言が発出された私たちの生活は、ただただ「我慢」を強いられたものに

なるのでしょうか？確かに都道府県、ましてや国境すらもまたぐ自由な外出や大人数での会

食、カラオケなど、やりたくてもできないことが数多くあるのも確かです。しかしその一方

で、自宅での活動については、ほとんど制限がありません。  

そこで、自宅でできそうなことについて考えてみましょう。読書、料理、音楽鑑賞、（大

型スクリーンで３Ｄサラウンドというわけにはいかないけれども）ビデオによる映画鑑賞、

絵やイラスト、漫画を描いたり曲を作ったり、棚や小物、模型などの制作・製作活動。映像

制作では、人気の動画サイト「THE F1RST TAKE」（ファーストテイク）を参考に、個人

で「THE F1RST TAKE やってみた」なんていうのはどうでしょう？これならカラオケが

できない時でも、スマホやデジカメ１つで何とかできそうです。  

 私たちは、とかく今まで当たり前のようにできていたものができなくなってしまうと不満

がたまります。もちろん筆者も同じ感覚です。でも、今まで見向きもしなかったものに目を

向ける、考えもしなかったことを考える、これは新たな発見ですし、感動です。  

 「そう言う副校長は何かやっているのですか？」という声が聞こえてきそうです。僭越（せ

んえつ）ながら私の話をさせていただくと、私が始めたことは２つあります。第１は「洗車

および整備」。私はクルマとオートバイ、自転車を所有しています。これらを徹底的に洗い、

磨き、整備します。整備といっても素人なので、動く部分に注油したりブレーキや空気圧等

の調整をしたりといった程度ですが自分で行います。第２は「低温調理」。いわゆるヨーグ

ルトメーカーを使用して無添加の甘酒、サラダチキンやローストビーフ、角煮などにも挑戦

しました。温度と加熱時間の設定が肝ですが、ヨーグルトは１回も作ったことがありません。 

 今回のコロナで、世の中が大きく変わりました。中学生の皆さんは、これからの自分の人

生や価値観、身の回りの社会事象など、どんなことでも良いので深く考えてほしいものです。

結論は出なくてもいいと思います。考えること、それ自体が大事です。自分の頭で考えたこ

とは、ウイルスに負けることはありません。 

 

５月後半の予定（新型コロナウイルス感染の状況によって変更される可能性があります） 

２１ 金 英語検定（放課後実施、希望者のみ。申し込みは終了しています） 

２４ 月 教育実習始 （6/11まで。教科は美術） 

２７ 木 全国学力調査（3学年） 

令和 3 年５月 14 日(金)  

 

 

立川市立立川第九中学校 校長 三浦 光義 

℡042-535-1415 Fax042-534-6958 

学校通信第２号 

教育目標 やさしく・かしこく・たくましく 



   

６月前半の予定（新型コロナウイルス感染の状況によって変更される可能性があります） 

５ 土 体育大会（予備日は８日（火）。振替休日は9日（水）） 

＊現在実施種目、時間等の詳細を検討中です。決定次第別途お知らせ致します。 

１１ 金 教育実習終 避難訓練 漢字検定（放課後実施、希望者のみ。申し込みは終了しています） 

１４ 月 小中連携研修会（連携校は若葉台小。教員対象） 

 

離任式を実施しました（４／２３） 
 

 

 

 

 

 

 

 

生徒総会も、密を避け・・（４／３０） 

 

 

 

 

 

 

 

 

集団下校訓練を実施しました（５／６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害を無くすことはできませんが、備えることはできます。  

進路説明会も当初の予定を変更して実施しました（５／１１） 
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